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二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
か
ら
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
実
施
に
と
も
な

い
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
を

お
こ
な
う
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
（
以
下
、
県
広
域
連
合
議

会
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
広
域
連
合
議
会
は
、
県
下
市
町
村

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
二
十
六
人
の
議

員
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
党
議
員
は
発
足
時
か
ら
私
を
ふ
く

め
三
人
が
議
席
（
現
在
は
、
私
と
大
谷

敏
彰
日
田
市
議
、
高
司
政
文
佐
伯
市

議
）
を
も
ち
、「
制
度
廃
止
」、「
制
度
改

善
」
の
論
戦
と
と
も
に
、
住
民
運
動
を

促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
八
月
の
総
選
挙
に
よ
る
新
政

権
発
足
後
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
、
報

告
し
ま
す
。

 　

広
域
連
合
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

党
議
員
を
除
く
二
十
三
人
の
議
員
は
予

算
・
決
算
の
す
べ
て
に
意
見
も
い
わ

ず
、
オ
ー
ル
賛
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
党
議
員
が
提
案
し
た
条
例
改
定

案
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
改
善
を
求

め
る
請
願
に
は
、
す
べ
て
反
対
し
て
き

新
政
権
へ
の
意
見
書
を

新
政
権
へ
の
意
見
書
を

全
員
一
致
で
採
択

全
員
一
致
で
採
択

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
十
一
月
の
第
二
回

定
例
議
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
メ
ン

バ
ー
三
人
の
提
案
に
よ
り
意
見
書
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
（
こ
の
意
見
書
案
提
出

つ
い
て
は
、
事
前
に
議
長
よ
り
党
議
員

に
相
談
が
あ
り
、
賛
同
す
る
旨
を
伝
え

て
い
ま
し
た
）。

　

党
議
員
が
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
の
真
意
に
つ

い
て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
は
、

　

①
新
た
な
制
度
設
計
の
全
体
像
を
し

め
し
、
移
行
段
階
に
お
け
る
日
程
を
あ

き
ら
か
に
す
る
上
で
、
円
滑
な
新
制
度

へ
の
移
行
を
お
こ
な
い
、
医
療
制
度
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
と
安
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
制
度
移
行
に
必
要
な
財
源

に
つ
い
て
は
、
国
民
ま
た
は
地
方
へ
の

新
た
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
全

額
国
に
お
い
て
負
担
す
る
こ
と
。

　

②
運
営
主
体
で
あ
る
広
域
連
合
、
市

区
町
村
と
の
開
か
れ
た
議
論
を
お
こ
な

い
、
そ
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ

と
。

　

③
現
場
に
混
乱
を
生
じ
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
、

　

を
踏
ま
え
た
も
の
だ
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　

意
見
書
は
、「
県
広
域
連
合
議
会
と

［特集］後期高齢者医療制度は廃止しかない
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し
て
は
、
被
保
険
者
が
混
乱
せ
ず
、
安

定
し
た
医
療
供
給
が
さ
れ
、
そ
し
て
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
、
併
せ

て
、
国
及
び
県
の
人
的
、
財
政
的
支
援

を
強
く
要
望
し
ま
す
」
と
明
記
さ
れ
、

全
議
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
自

民
・
公
明
政
権
の
と
き
に
は
、
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
大
き
な
変
化
で
す
。
昨
年

の
総
選
挙
で
自
民
・
公
明
政
権
を
退
場

さ
せ
た
「
国
民
が
主
人
公
」
の
政
治
へ

の
県
民
の
摸
索
と
探
求
の
第
一
歩
と
し

て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

 　

広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
会
運
営
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
議

案
質
疑
三
十
分
、
一
般
質
問
三
十
分
の

質
問
時
間
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。
党
議

員
は
、
質
問
時
間
を
活
用
し
て
論
戦
を

リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
広
域
連
合
議

会
発
足
後
、
共
産
党
議
員
以
外
に
質

疑
・
一
般
質
問
に
立
っ
た
の
は
、
社
会

制
度
の
廃
止
、
保
険
料
値
下
げ

制
度
の
廃
止
、
保
険
料
値
下
げ

な
ど
粘
り
強
く
論
戦

な
ど
粘
り
強
く
論
戦

民
社
党
の
議
員
が
た
だ
一
人
、
一
回
の

み
で
す
。

�
制
度
の
実
態
、
弊
害
を
あ
き
ら
か

に
す
る

　

新
政
権
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
に
た
い
す
る
基
本
姿
勢
に
つ
い

て
、
〇
九
年
十
一
月
議
会
で
、
新
政
権

の
選
挙
公
約
か
ら
す
る
な
ら
同
制
度
廃

止
の
先
延
ば
し
で
は
な
く
、
後
期
高
齢

者
制
度
を
廃
止
し
、
元
の
老
人
保
健
制

度
に
戻
す
法
案
こ
そ
国
会
に
提
出
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
二
〇
一
〇
年
二
月
議

会
で
は
、「
制
度
廃
止
ま
で
四
年
も
待

て
な
い
」
と
の
声
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
即
時
廃

止
を
し
元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
こ

と
、
な
ど
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
議
会
で
は
、「 
姥 
捨
て

う
ば

制
度
」
と
批
判
が
集
中
し
て
い
た
「
終

末
期
相
談
支
援
料
」、「
包
括
診
療
」
は

凍
結
さ
れ
た
が
、
保
険
料
の
滞
納
者
は

全
国
二
十
八
万
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る

こ
と
、
家
族
の
被
扶
養
者
で
保
険
料
を

納
め
て
い
な
か
っ
た
人
、
収
入
ゼ
ロ
の

高
齢
者
か
ら
も
保
険
料
を
と
り
た
て
、

生
存
権
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、

政
府
は
、
医
療
療
養
病
床
の
削
減
は
二

十
五
万
床
か
ら
十
五
万
床
へ
の
計
画
を

二
十
二
万
床
に
と
ど
め
る
と
し
て
い
る

が
、
介
護
療
養
病
床
は
十
三
万
床
か
ら

ゼ
ロ
に
す
る
方
針
は
変
え
て
お
ら
ず
、

公
約
違
反
で
あ
る
、
な
ど
の
問
題
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
高
齢
者
の
保
険
料
は
据
え
置

き
さ
れ
て
も
、
ほ
か
の
医
療
保
険
か
ら

の
「
支
援
金
」
は
増
額
さ
れ
る
こ
と

や
、
入
院
が
九
十
日
を
こ
え
る
と
診
療

報
酬
が
大
幅
に
激
減
さ
れ
る
「
後
期
高

齢
者
特
定
入
院
基
本
料
」
の
仕
組
み
を

〇
八
年
十
月
か
ら
認
知
症
や
脳
卒
中
に

拡
大
し
た
う
え
、
全
年
齢
に
拡
大
し
よ

う
と
し
て
い
る
な
ど
、
制
度
の
存
続
そ

の
も
の
が
、
痛
み
・
苦
し
み
を
増
幅
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
国
民
が
も
と

め
る
政
治
の
使
命
は
、「
構
造
改
革
」

路
線
の
傷
跡
を
癒
す
こ
と
だ
と
、
差
別

医
療
制
度
の
即
時
廃
止
を
繰
り
返
し
主

張
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
広
域
連
合
事
務
局
の

答
弁
は
、「
高
齢
者
、
現
役
世
代
の
納

得
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
改
革
会
議

の
検
討
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
く
」、

「
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
場
合
、
シ
ス

テ
ム
の
改
修
や
被
保
険
者
情
報
の
移
管

等
に
二
年
の
期
間
と
多
額
の
経
費
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
高
齢
者
医

療
制
度
を
検
討
・
実
施
す
る
場
合
と
、

施
行
時
期
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題
は
、
当
事
者
で

あ
る
被
保
険
者
が
医
療
制
度
へ
の
不
信

感
を
抱
き
、
大
き
な
混
乱
を
生
じ
る
」

こ
と
だ
と
、
国
追
随
の
姿
勢
に
終
始
し

て
い
ま
す
。

�
剰
余
金
・
財
政
安
定
化
基
金
の
活

用
を

　

昨
年
の
十
一
月
第
二
回
定
例
会
で
、

新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
〇
八
年

度
の
歳
入
歳
出
決
算
で
は
、
四
十
億
四

千
三
百
十
一
万
円
の
大
幅
な
黒
字
（
う

ち
、
〇
九
年
度
に
国
・
県
・
支
払
基
金

償
還
金
十
六
億
四
千
九
百
十
六
万
七
千

円
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
純
繰
越
額

は
、
二
十
三
億
六
千
二
百
四
十
四
万
三

千
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
活

用
し
て
、
制
度
廃
止
ま
で
の
間
、
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
等
の
施
策
を
拡
充
す

広域連合議会も変化、保険料据え置きへ（大分県）

議会と自治体 第１４４号（２０１０. ４）
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る
こ
と
を
も
と
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
六
千
八
百
二
十
一
万

八
千
円
の
黒
字
で
、
〇
八
年
度
に
予
定

し
て
い
た
高
額
介
護
合
算
等
の
計
算
業

務
電
算
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
ー
増
設
委
託

予
算
三
千
百
五
十
万
円
が
執
行
で
き
な

か
っ
た
た
め
に
、
〇
九
年
度
に
使
え
る

よ
う
「
繰
越
明
許
費
」（
＊
）
と
し
て

議
会
承
認
を
う
け
、
残
り
三
千
六
百
七

十
一
万
円
は
次
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し

た
。

　

特
別
会
計
は
、
〇
八
年
、
〇
九
年
度

保
険
料
算
定
の
基
礎
と
し
て
も
ち
い
た

過
去
三
年
間
の
老
人
医
療
費
一
人
当
た

り
の
平
均
給
付
費
の
伸
び
率
四
・
〇
％

に
よ
り
、
八
十
九
万
二
千
七
百
十
九
円

と
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
〇
八
年
度
の

一
人
当
た
り
の
給
付
費
の
実
績
が
八
十

五
万
六
千
五
十
五
円
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
結
果
的
に
療
養
諸
費
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
市
町
村
保
険
料
負
担
等

は
、
制
度
上
の
仕
組
み
に
よ
り
、「
〇

八
年
度
に
剰
余
金
が
生
じ
た
」
と
説
明

が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、「
新
年
度
の

施
策
に
生
か
す
。
保
険
料
上
昇
抑
制
に

使
い
た
い
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま

し
た
。（
一
般
会
計
は
、
広
域
連
合
事

務
局
や
広
域
連
合
議
会
を
運
営
す
る
歳

入
歳
出
予
算
。
特
別
会
計
予
算
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
給
付
を
お
こ
な
う
た
め

の
歳
入
歳
出
予
算
）

　

そ
し
て
今
年
二
月
の
第
一
回
定
例
会

で
は
、
保
険
税
率
の
改
定
が
提
案
さ

れ
、
剰
余
金
見
込
み
二
十
五
億
五
千
七

百
九
十
七
万
三
千
九
百
三
円
の
う
ち
、

二
十
三
億
六
千
二
百
五
十
六
万
四
千
円

を
充
当
し
、
均
等
割
り
四
万
七
千
百

円
、
所
得
割
八
・
七
八
％
に
据
え
置
く

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
（
保
険
料
不

均
一
賦
課
の
姫
島
村
を
除
く
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
私
は
、
剰
余
金
の

発
生
は
医
療
諸
費
約
十
七
億
円
、
高
額

医
療
費
約
五
億
五
千
万
円
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、
受
診
抑
制
が
働
い
た
結
果
だ

と
指
摘
し
、「
残
り
の
剰
余
金
や
財
政

安
定
化
基
金
を
使
い
、
所
得
割
、
均
等

割
り
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
低
所
得
者

に
配
慮
し
た
引
き
下
げ
を
」
と
迫
り
ま

し
た
。

　

当
局
の
答
弁
は
、「
財
政
安
定
化
基

金
は
平
成
二
十
四
年
度
の
保
険
料
抑
制

の
財
源
と
し
て
留
保
す
る
。
ま
た
剰
余

金
の
残
額
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
支

出
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
保

険
料
引
き
下
げ
に
否
定
的
姿
勢
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊
予
算
成
立
後
の
な
ん
ら
か
の
理
由

で
、
そ
の
年
度
内
に
支
出
を
終
わ
ら
な

い
見
込
み
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
得
て
翌
年
度
に
限
り
繰
り

越
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
算

　

�
国
・
県
の
負
担
増
額
を

　

い
ま
、
健
康
保
険
被
保
険
者
の
保
険

料
引
き
上
げ
、
市
町
村
で
は
国
保
税
率

改
定
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
支
援
金

の
増
額
が
検
討
さ
れ
、
市
町
村
議
会
に

提
案
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
分

市
に
お
い
て
も
、
国
保
税
率
改
定
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
も
、
率
は
据
え
置
い
て
も
、
最
高

限
度
額
の
引
き
上
げ
が
お
こ
な
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
存
続
が
新
た
な
負
担
の
根
源
と

な
り
、
一
刻
も
早
い
廃
止
が
必
要
で

す
。

　

全
国
の
高
齢
者
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
べ
き
医
療
制
度
に
差
別
を
も
ち
こ

み
、
国
の
負
担
は
十
二
分
の
三
（
調
整

交
付
金
を
除
く
）、
県
十
二
分
の
一
と

あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
ま
す
。
制
度
の

即
時
廃
止
を
求
め
な
が
ら
、
高
齢
者
の

負
担
増
を
回
避
し
、
不
安
解
消
の
た
め

の
当
面
の
対
策
と
し
て
、
国
・
県
の
負

担
率
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
て
い
く
こ

と
は
、
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

広
域
化
の
流
れ
に
ス
ト
ッ
プ
を

　

制
度
の
二
〇
一
二
年
末
廃
止
、
二
〇

一
三
年
か
ら
新
制
度
施
行
の
検
討
に
あ

た
っ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
改
革
会
議

は
下
記
の
六
点
の
基
本
方
向
を
し
め
し

て
い
ま
す
。

　

①
後
期
高
齢
者
医
療
は
廃
止
す
る
、

②
地
域
保
険
と
し
て
の
一
元
的
運
用
、

③
年
齢
区
別
問
題
を
解
決
す
る
、
④
国

保
の
負
担
増
に
十
分
配
慮
す
る
、
⑤
保

険
料
高
騰
配
慮
、
公
平
性
確
保
、
⑥
国

保
の
広
域
化
に
つ
な
が
る
見
直
し
に
配

慮
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
に
対
し
て
県
広
域
連

［特集］後期高齢者医療制度は廃止しかない
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合
議
会
と
し
て
「
地
域
保
険
と
し
て
の

一
元
的
運
用
」、「
市
町
村
国
保
の
広
域

化
に
つ
な
が
る
見
直
し
」
で
は
な
く
、

検
討
に
あ
た
っ
て
は
利
用
者
の
立
場
か

ら
「
身
近
な
市
町
村
単
位
を
原
則
」
に

す
る
こ
と
を
要
求
せ
よ
、
と
求
め
て
き

ま
し
た
。

　

当
局
の
答
弁
は
、「
被
保
険
者
等
に

不
安
や
混
乱
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
幅
広
い
国
民
の
納
得
と
信
頼
の
得

ら
れ
る
新
た
な
制
度
が
設
計
さ
れ
る
よ

う
必
要
に
応
じ
て
要
求
し
て
い
く
。
国

民
的
理
解
の
得
ら
れ
る
制
度
構
築
に
む

け
改
革
会
議
の
動
向
を
注
視
す
る
」
と

の
姿
勢
を
繰
り
返
す
だ
け
で
す
。

 

�
医
療
費
適
正
化
計
画
の
撤
回
を

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
と
も
に
実

施
に
移
さ
れ
て
い
る
療
養
病
床
か
ら
老

人
保
健
施
設
な
ど
へ
の
転
換
、
平
均
在

院
日
数
削
減
な
ど
の
計
画
は
た
だ
ち
に

安
心
し
て
利
用
で
き
る

安
心
し
て
利
用
で
き
る

医
療
制
度
を

医
療
制
度
を

中
止
す
る
、
こ
と
も
要
求
し
て
き
ま
し

た
。

　

県
の
医
療
費
適
正
化
計
画
で
�
ベ
ッ

ド
が
あ
る
と
入
院
費
用
が
か
さ
む
�
と

し
て
導
入
さ
れ
た
療
養
病
床
の
削
減
目

標
三
千
百
六
十
床
に
対
し
て
、
二
千
七

百
二
十
六
床
と
す
で
に
四
百
三
十
四
床

が
減
ら
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
七
十
九
カ
所
、
入
所

定
員
五
千
二
十
五
人
で
、
待
機
者
が
四

千
二
百
九
十
七
人
に
の
ぼ
り
、
医
療
・

介
護
施
設
の
深
刻
な
状
況
を
指
摘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
調

査
に
よ
る
と
、
百
五
十
八
カ
所 

四
千

人
が
入
居
し
、
未
届
け
施
設
は
九
カ
所

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
し
な
が

ら
、
病
床
削
減
計
画
の
撤
回
を
再
三
せ

ま
り
ま
し
た
。

　

当
局
の
答
弁
は
「
介
護
療
養
病
床
に

つ
い
て
は
、
国
は
平
成
二
十
三
年
度
末

全
廃
方
針
は
凍
結
し
た
い
、
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。
ま
た
、
県
が
ケ
ア
体
制
全
般
に

つ
い
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り
組
み

を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
、
県
の
適
切

な
対
応
に
期
待
し
た
い
」
と
の
姿
勢
を

繰
り
返
す
だ
け
で
し
た
。

�
葬
祭
費
未
申
請
を
な
く
せ

　

大
分
県
広
域
連
合
で
は
、
死
亡
時
に

は
二
万
円
の
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
る
規

定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
十
一
月

の
広
域
連
合
議
会
で
、
未
申
請
が
千
七

百
七
十
三
件
（
約
二
割
）
あ
る
こ
と
が

あ
き
ら
か
に
な
り
、
そ
の
改
善
方
を
要

求
し
て
き
ま
し
た
。
当
局
は
、�
葬
祭

を
お
こ
な
っ
た
方
が
特
定
し
づ
ら
い
現

状
が
あ
り
、
勧
奨
は
な
か
な
か
難
し

い
�
と
の
答
弁
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
市
町
村
と
の
連
携
も
あ
り
、

未
申
請
は
八
％
と
な
り
、
一
定
の
改
善

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

�
資
格
証
明
書
発
行
は
ゼ
ロ
世
帯

　

短
期
保
険
証
、
資
格
証
明
書
の
制
裁

措
置
は
や
め
る
よ
う
、
繰
り
返
し
要
求

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
段
階
で

は
、
短
期
保
険
証
の
発
行
予
定
は
三
十

七
人
と
報
告
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇

一
〇
年
二
月
の
第
一
回
定
例
会
議
案
説

明
で
は
二
人
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
資
格
証
明
書
の

発
行
は
許
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

�
針
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
へ
の
独
自
助

成
を

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
針

 
灸 
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
利
用
は
、
一
人
あ

き
ゅ
う

た
り
年
〇
・
二
四
件
、
一
件
あ
た
り
の

保
険
者
負
担
額
は
九
千
六
百
五
円
、
被

保
険
者
の
一
部
負
担
は
千
百
九
十
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
分
県
内
十
四
市
の

針
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成
は
、
回
数
も

助
成
金
額
も
ま
ち
ま
ち
で
す
。
市
町
村

施
策
に
上
乗
せ
す
る
対
策
を
と
り
、
ど

の
市
で
も
平
等
に
利
用
で
き
る
施
策
と

し
て
改
善
を
す
る
よ
う
要
望
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
要
綱
と
し
て
整
備
さ
れ
た

（
窓
口
）
一
部
負
担
金
の
減
額
・
免
除

制
度
を
利
用
し
や
す
い
も
の
に
改
善
す

る
こ
と
、
健
康
診
査
の
受
診
率
が
一

八
・
六
一
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
受
診
率
向
上
対
策
、
検
診
項
目

の
充
実
な
ど
を
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
制
度
の
即
時
廃
止
を
求
め
な

が
ら
、
高
齢
者
・
家
族
の
声
を
代
弁

し
、
広
域
連
合
議
会
で
の
論
戦
を
す
す

広域連合議会も変化、保険料据え置きへ（大分県）

議会と自治体 第１４４号（２０１０. ４）
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め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　

民
主
党
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
廃
止
を
公
約
し
て
い
た
の
に
、

制
度
は
二
〇
一
二
年
度
を
も
つ
て
廃
止

し
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
新
制
度
へ
と

い
う
「
制
度
廃
止
」
先
送
り
の
姿
勢

に
、
新
た
な
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま

廃
止
を
め
ざ
す
世
論
と
運
動
の

廃
止
を
め
ざ
す
世
論
と
運
動
の

新
た
な
広
が
り

新
た
な
広
が
り

す
。

　
「
世
界
に
例
の
な
い
差
別
医

療
は
即
時
廃
止
し
か
な
い
」、

「
こ
れ
以
上
の
保
険
料
負
担
は

耐
え
ら
れ
な
い
」、「
制
度
が
始

ま
り
受
診
を
控
え
て
い
る
」、

「
介
護
療
養
病
床
か
ら
追
い
出

さ
れ
、
い
く
と
こ
ろ
が
な

い
」、「
在
宅
の
主
人
の
介
護
で

く
た
く
た
で
す
」
な
ど
、
高
齢

者
・
家
族
の
切
実
な
不
安
・
不

満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
関
係
諸
団

体
の
「
後
期
医
療
即
時
廃
止
」

の
運
動
が
新
た
に
展
開
を
は
じ

め
て
い
ま
す
。

　

全
日
本
年
金
者
組
合
大
分
県
本
部

は
、「
３
・　

、
後
期
高
齢
者
即
時
廃

19

止
全
国
統
一
行
動
」
の
一
環
と
し
て
集

会
を
開
き
、
大
分
市
、
別
府
市
、
竹
田

市
な
ど
か
ら
組
合
員
が
参
加
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
即
時
廃
止
の
と
り

く
み
に
つ
い
て
交
流
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
の
強
化
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。
日
田
市
は
、
独
自
で
集
会
を
も

ち
、
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
集
会
後
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
即
時
廃
止
の
集
会

決
議
文
を
大
分
県
広
域
連
合
議
会
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
第
一
回
定
例
議
会
に
は
、「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
善
を
求
め
る

請
願
」
を
提
出
し
ま
し
た
。　

①
保
険

料
の
引
き
上
げ
は
お
こ
な
わ
な
い
こ

と
、
②
低
所
得
者
の
減
免
を
手
厚
く
す

る
こ
と
、
③
保
険
証
の
と
り
あ
げ
、
資

格
証
明
書
の
発
行
中
止
、
を
求
め
、
私

が
紹
介
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
は
、
第
一
回
定
例
議
会
中

休
憩
を
と
り
、
議
会
運
営
委
員
会
で
審

議
さ
れ
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
の
請
願
不
採
択
に
対
す
る
反

対
討
論
の
後
の
採
決
で
は
、
党
議
員
三

人
を
ふ
く
め
、
七
人
の
議
員
が
請
願
不

採
択
に
反
対
の
態
度
を
表
明
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
か
つ
て
な
か
つ
た
こ
と
で

す
。

　

大
分
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で

は
、「
構
造
改
革
」
路
線
の
傷
跡
を
た

だ
す
た
め
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
、
介
護
保
険
制
度
改
善
、
診
療
報

酬
引
き
上
げ
、
障
害
者
施
策
の
拡
充
な

ど
、
社
会
保
障
制
度
全
体
の
改
善
を
求

め
る
緊
急
集
会
を
三
月
七
日
に
予
定

し
、
そ
の
と
り
く
み
を
強
め
て
い
ま

す
。

　

私
が
会
長
を
務
め
て
い
る
、
大
分
生

活
と
健
康
守
る
会
で
は
、
毎
月
二
十
五

日
前
後
に
、
憲
法
二
十
五
条
を
守
る
街

頭
宣
伝
署
名
活
動
を
〇
七
年
夏
か
ら
開

始
し
、
三
十
分
の
宣
伝
行
動
で
す
が
、

最
近
の
後
期
高
齢
者
医
療
即
時
廃
止
を

求
め
る
署
名
は
、
五
十
筆
か
ら
六
十
筆

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
世
論
の
大
き
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
十
五
回
党
大
会
決
定
は
、「
過

渡
的
な
情
勢
」
の
も
と
で
の
日
本
共
産

党
の
三
つ
の
任
務
を
あ
き
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
政
治
が
「
二
つ
の
異

常
」
か
ら
抜
け
出
す
力
を
、
国
民
の
間

に
い
か
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の
か
、

そ
の
自
覚
と
力
量
の
前
進
を
後
押
し

し
、
促
進
す
る
た
め
活
動
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
来
る
参
議
院
選
挙
に

向
け
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
即
時
廃

止
し
、
安
心
で
き
る
医
療
制
度
を
求

め
、
世
論
と
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
有

権
者
過
半
数
と
の
対
話
を
す
す
め
な
が

ら
、
党
躍
進
の
大
き
な
う
ね
り
を
つ
く

る
た
め
に
、
全
力
を
つ
く
す
決
意
で

す
。 

（
ふ
く
ま
・
け
ん
じ
）

［特集］後期高齢者医療制度は廃止しかない

年金者組合とともに申し入れ


